
模擬講義概要

経済学科　小野塚　祐紀　准教授　「因果推論の基礎」

商学科　長村　知幸　准教授　「地域ブランドと地域経済」

企業法学科　橋本　伸　准教授　「民法とはどのような学問か――アイドル恋愛禁止条項を素材に」

社会情報学科　片岡　 駿　准教授　「どうすればコンピュータで解けるのか？」

一般教育系　宮田　賢人　准教授　「なぜヴィーガンか？　〜肉食をめぐる倫理〜」

言語センター 　三ツ木　真実　准教授　「Are two heads better than one?」

At OUC, you have many opportunities to use English that you have learned. In the mock lesson, you will experience
one of the lessons for an English communication class at OUC, work on English learning tasks with your peers, and
learn how working on tasks with others can effectively improve your English. Be prepared to play an active role in this
event!

現在の経済学ではデータを用いた分析が主流となっています。特に近年では、因果関係を明らかにすることに多大な
労力が割かれています。本講義では因果関係の基本的な考え方と経済学での応用例を説明します。

わが国では、人口減少と高齢化で国内市場が低迷するなかで、地域ブランドに取り組む事例が増加しています。本講
義では全国の地域ブランドの事例を取り上げ、地域経済の振興との関係性について説明します。

企業法学科では、法を考察対象とする学問である「法学」を学ぶ場となります。その中から、本講義は、一般の人々の間
で適用される法である「民法」について、――アイドルの恋愛禁止条項という事務所とアイドルの間の契約を素材として
――契約の話をしていく予定です（諸事情により変更がある場合もあるかもしれません）。

コンピュータで問題を解くためには、問題を解くための手順をコンピュータにプログラミングしてやる必要があります。しか
しながら、世の中には単純な方法では解くことのできない問題が多数存在します。本講義では関数の最大化問題を取り
上げ、コンピュータを使って本来解決できない問題にどのような取り組み方があるのかをお話しします。

最近、日本でも、「ヴィーガン」（動物由来の製品を一切消費しない人）という語を目にする機会が増えてきました。植物
由来の代替肉が安価で市場に流通するいま、肉食について倫理学の観点から改めて考えてみませんか？


	Sheet1

